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4. まとめ 

遮熱性舗装と保水性舗装の路面温度低減性能、

および遮熱性舗装のすべり抵抗性能について、測

定ならびに経年変化の把握を行った。結果より、

路面温度低減性能とすべり抵抗性能ともに、年数

が経過しても一定の性能を維持していることが

確認できた。今後も上記の性能について確認を行

っていく予定である。 
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1. まえがき 

東京都におけるヒートアイランド現象対策とし

て、低騒音舗装に遮熱材を塗布した遮熱性舗装を平

成 19 年度からセンターコアエリアを中心に整備し

ている。また、平成 28 年 12 月に発表された 2020

年に向けた実行プランにおいても、東京2020オリン

ピック・パラリンピック競技大会の成功に向けて、

環境対策型舗装の整備が非常に重要な取り組みとし

て位置づけられている。 

 そのような中で、遮熱性舗装工事において遮熱材

を塗布した際に、空隙が埋められ、塗料が溜まった

ような面を生じる場合がある。この面は写真-1のよ

うに太陽光を反射し、それを見た歩行者等がまぶし

いと感じるおそれがある。しかし、屋外において人

がまぶしいと感じる感覚を表す定量的な指標は規定

されていない。そのため、供試体を用いた室内試験

にて、遮熱性舗装を反射した光によるまぶしさを定

量的に評価可能な指標の検討を行ったので報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

2. 調査概要 

(1) 調査供試体 

遮熱材は遮熱性舗装で一般的に使用されているも

ので、樹脂が異なる 3 種類（A 材、B 材、C 材）を

対象とした。また、通常、塗料の性能試験は塗り板

に材料を塗布し行われているが、今回は舗装面（低

騒音舗装）に塗布した状態での試験を行うこととし

た。さらに、遮熱材の明度は、都道では通常明度 40
程度の材料を使用しているが、明度の影響を調べる

ために、明度 30 や 60 の塗料も調査対象とした。 
以上より、供試体は、表-1 に示すホイールトラッ

キング試験供試体（30cm×30cm×厚さ 5cm）（以

降、ＷＴ供試体）(写真-2)に、上記 3 種類の遮熱材

についてそれぞれ明度を 30 程度、40 程度、60 程
度と変えたもの（9 供試体）、および遮熱材を塗布し

ないもの（低騒音舗装、1 供試体）の計 10 個を用

意した。 
表-1 調査供試体一覧 

 

 

写真-2  WT供試体 

No 母体 遮熱材 明度

1
無塗布

（低騒音舗装）
20程度

2 30程度
3 40程度
4 60程度
5 30程度
6 40程度
7 60程度
8 30程度
9 40程度

10 60程度

ホイールトラッキング試験供試体
(WT供試体）

A材

B材

C材

写真-1 塗料の溜まり面例 

遮熱塗料が溜まったような面が生じ、 

太陽光を反射している 
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(2) 調査項目および調査方法 

調査項目は、塗料関連のメーカー等へのヒアリン

グ結果を踏まえて、まぶしさに関連する項目と考え

られる明度、輝度、鏡面光沢度、日射反射率の4項

目を調査対象とした。以下に各項目の調査方法を示

す。 

1) 明度 

明度は色の明るさを表し、大きくなると白色に、

小さくなると黒色に近づく指標である。供試体は表

-1 に示す明度を目標値として作成しているが、確認

のため調査を行った。調査方法は、舗装調査・試験

法便覧（(公社)日本道路協会）の「色彩色差計を用

いた明度測定方法」1)に準じた。 
2) 輝度 

輝度は物体表面の輝きの程度を表す光の量で、光

の発散面上のある点から観測方向に向かう光度を、

その点を含む発散面の観測方向への正射影面積で割

った値である。調査方法は、JIS C 7614：1993 「照

明の場における輝度測定方法6.測定方法6.3 屋外照

明施設の輝度測定方法」に準じた。測定条件は、測

定基準高さ 1.5m、測定角度 4 度とした。使用した

輝度計を写真-3 に示す。 

 
写真-3 輝度計 

3) 鏡面光沢度 

鏡面光沢度は、光源及び受光器の角度にて鏡面方

向に対象物から反射する光束と、屈折率 1.567 のガ

ラスから鏡面方向に反射する光束の比で表す値であ

る。調査方法は、JIS K 5600-4-7：1999「塗料一般

試験方法－第 4 部：塗膜の視覚特性－第 7 節：鏡面

光沢度」に準じた。幾何条件は 図-1 に示す 20 度、

60 度及び 85 度とした。測定は各供試体 3 回行い、

その平均値を測定値とした。使用した測定機を写真

-4 に示す。

 
図-1 幾何条件の角度 

 

 

写真-4 光沢計 

4) 日射反射率 

日射反射率は、太陽光の日射スペクトルと塗膜の

反射スペクトルから算定されるもので、波長領域に

おける太陽光の光エネルギーの反射の程度を表す値

である。調査方法は、JIS K 5602：2008 「塗膜の

日射反射率の求め方 7 分光反射率の測定及び、8 日
射反射率の求め方」に準じた。日射反射率は、近紫

外及び可視光域(300nm～780nm)、近赤外領域

(780nm～2500nm)、並びに全波長領域(300nm～

2500nm)についてそれぞれ求めた。また、測定は各

供試体 3 回行い、その平均値を測定値とした。使用

した測定機を写真-5 に示す。 

 

写真-5 分光光度計 

20° 20°

60° 60°

85° 85°

θ  ：入射角 θ’：受光角

3 

3. 調査結果 

1)明度 

 図-2に明度の結果を示す。WT供試体は目標とした

明度に概ね近い値を示しているが、目標値よりも小

さな値を示すものもみられた。これは、WT供試体は

母体が低騒音舗装であるため、舗装の空隙が影で暗

くなることで、測定結果が目標値に比べて低くなっ

たものと考えられる。 

 

図-2 調査結果 明度 

2)輝度 

図-3 に輝度の結果を示す。無塗布では 41、遮熱

材を塗布した供試体は46～95の値を示した。また、

明度60程度は明度30、40に比べて大きな値となっ

た。 

 

図-3 調査結果 輝度 

3)鏡面光沢度 

図-4に鏡面光沢度の結果を示す。無塗布で幾何条

件 20 度、60 度、85 度ではそれぞれ 0.2、0.6、0.6

となった。一方、遮熱材を塗布した供試体では幾何

条件 20 度、60 度、85 度でそれぞれ 0.1～0.5、0.2

～1.5、0.5～2.0となった。また、A材やC材と比較

してB材は全体的に大きい値を示す傾向が見られた。 

 
図-4 調査結果 鏡面光沢度 

4)日射反射率 

図-5から図-7に日射反射率の結果を示す。どの

波長範囲においても無塗布と遮熱材を塗布した供試

体の日射反射率の差は大きく、特に物を温める波長

範囲である近赤外域における差が顕著となった。こ

れは近赤外域の反射率が高いことが特徴である遮熱

材の塗布有無が結果に表われたものと考えられる。 

 

図-5 調査結果 日射反射率 

(近紫外及び可視光域) 

 

 

図-6 調査結果 日射反射率 

(近赤外域) 
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図-7 調査結果 日射反射率 

(全波長域) 

5)調査項目の総合比較 

 無塗布を基準とした各調査項目との総合比較を行

った。無塗布を 1.0 とし、各供試体との調査項目別

の比率を比較したレーダーチャートを図-8 に示す。

図より、遮熱材を塗布した供試体は遮熱材の種類に

よらず、日射反射率が他の項目に比べて大きな比率

となった。また、図-8を拡大表示したレーダーチャ

ートを図-9に示す。図-9より、A材とC材は調査項

目による比率の大きな違いは見られないが、B 材は

輝度と比較して鏡面光沢度の方が大きな比率を示す

結果となった。 
4. まとめ 

まぶしさを評価する指標を検討するため、関係す

ると考えられる 4 項目について調査を行った。その

結果、鏡面光沢度が遮熱材の違いをよく表した項目

となった。今後は被験者実験等によりまぶしさの評

価について検証を行っていく予定である。 

図-8 レーダーチャート 

 

図-9 レーダーチャート（拡大表示） 
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3．トンネル内コンクリート舗装路面におけるすべり抵抗性の評価検討 
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1. まえがき 

東京都では、都道においてアンダーパス形式のもの

も含むと約 100 箇所（島しょ部を除く）のトンネルを

保有・管理している。これらのトンネル内の路面の舗

装形式は耐久性等を考慮して、以前はコンクリート舗

装を採用することを基本としてきたが、近年は補修時

の施工性や期間短縮等に主眼をおいてアスファルト舗

装に移行する傾向にある。 

ただし、近年においても地域性等を考慮してコンク

リート舗装が採用されることもあり、また以前に構築

されたトンネルではまだ路面がコンクリート舗装のま

まである箇所も比較的多く残っている。 

トンネル内のコンクリート舗装は路面のコンクリー

トが緻密であるため、車両のタイヤ走行によるすり磨

きの影響で路面のテクスチャ（舗装表面の微細な凹凸

成分）が平滑になり、すべり抵抗値が低下すること 1)

が報告されている。 

車両がトンネル内のコンクリート舗装路面を安定し

て快適に走行するためにはある程度のすべり抵抗性の

確保も必要な要因の一つであることを踏まえ、供用中

のトンネル内におけるコンクリート舗装路面が現在ど

の程度のすべり抵抗性を保有しているか実態把握をす

るために現地測定により確認したのでその結果を報告

する。 

 

2. 調査内容 

(1) 測定対象としたトンネル 

島しょ部を除いた東京都で管理している約 100 箇所

のトンネルのうち、内部の路面がコンクリート舗装と

なっているのは、施設台帳をもとに平成28年 5月に現

地調査を行ったところ、この時点で多摩地区における

27 箇所（表-1 及び図-1 を参照）であることを確認し

た。 

このうち、トンネル内だけでなく連続して近接する

明り部もコンクリート舗装であることや経過年数等を

考慮し、測定対象のトンネルとしては表-1の測定対象

の欄に整理番号を記入した10箇所を選定した。 

なお、図-1における矢印（数値は施設台帳における

No.を表記）は内部がコンクリート舗装のトンネルを示

表-1 内部がコンクリート舗装のトンネル 
施設台帳

No.
トンネル名 測定対象

63 御岳トンネル 西-4

64 払沢トンネル

35 白丸トンネル

36 新氷川トンネル 西-1

城山トンネル 西-7

69 愛宕トンネル

70 204号 日原街道 日原トンネル

57 甲武トンネル

58 栗坂トンネル

59 53号 小曽木街道 青梅坂トンネル

61 新吹上トンネル 西-3

62 滝成トンネル

56 権田トンネル

77 新小峰トンネル 南西-1

65 上川トンネル

66 網代トンネル 西-5

67 61号 秋川南岸道路 五日市トンネル 西-6

78 美山トンネル 南西-2

79 小田野トンネル

55 411号 滝山街道 新満地トンネル 西-2

84 46号 新滝山街道 戸吹トンネル 南西-3

72 158号 多摩ニュータウン通り 小山内裏トンネル

81 堀之内第一トンネル

82 堀之内第二トンネル

83 堀之内第三トンネル

85 北八幡寺芝トンネル

75 18号 鎌倉街道 綾部原トンネル

32号 秋川街道

61号 山田通り

184号 多摩川南岸道路

33号 檜原街道から分岐

53号 成木街道

路線名

45号 吉野街道

411号 青梅街道

155号 平山通り

61号 美山通り


